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フローノイズシミュ
レータは,艦艇や水中
航走体の流体性能,音響
性能について試験・評価
することを目的に建設さ
れた極低背景雑音の大
型キャビテーション水槽
（平成17年完成） 

本研究では、青雲丸の模型船と推進
器模型を用いて以下の項目を実施 
 ・キャビテーション観測 
 ・流場計測 

フローノイズシミュレータと 
供試模型 

通常型 ハイスキュー型 

模型船 

推進器模型 
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Θ=20° 

プロペラ面 

回転方向 

Θ=350° Θ=10° 

Θ:観察対象の翼が通過して
いる角度 

θ=0° 

試験条件：前進常数J=0.818,プロペラ回転数24rps,
流速3.93[m/s],静圧49.94[kPa] 

実船の結果 

θ=60° 

試験条件：前進常数J=0.838,プロペラ回転数30rps,
流速5.03[m/s],静圧70.06[kPa] 

フローノイズシミュレータでの結果 

[通常型] [ハイ 
スキュー型] 

より実船に近い状況
での計測が可能 

試験結果出典：日本造船協会第183研究部会“船尾振動・騒音の軽減を目的としたプロペラ及び船尾形状の研究”，日本造船協会，1980 

キャビテーション観測 



計測胴(断面図) 
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フローノイズシミュレータ計測胴 

流れ方向 

トラバーサ 
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計測概要図 

流場計測(1) LDV 

LDV 
Laser Doppler Velocimeter 
レーザードップラー流速計 
 
流体中の微小な粒子からの散乱光による
ドップラ効果を利用して光学的に流体速度
を計測 

2m/sでのプロペラ面の流速分布 

５孔ピトー管 LDV 



PIV 
Particle Image Velocimeter 
粒子画像流速計 
 
流体中の微小粒子YAGレーザ等のレー
ザーシート光により可視化し、その微少領
域内の粒子の移動から流れの速度分布
を計測 
 
カメラを1台使用すると二次元、2台使用す
ると三次元の速度ベクトルを計測すること
が可能 
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※ステレオPIVの場合2台使用 

流場計測(2) PIV 
計測概要図 

青雲丸プロペラ面の流速分布 

ステレオPIV,2m/s,左舷側からレーザー入射 

プロペラ単独状態の流速分布 


	フローノイズシミュレータに�おける流体計測技術について
	フローノイズシミュレータと�供試模型
	キャビテーション観測
	流場計測(1)　LDV
	流場計測(2)　PIV

